
お れ た ち( 1 )

【
教
育
宣
伝
部
発
】
毎
月
皆

さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
る
支
部

発
行
の
機
関
紙
『
お
れ
た
ち
』

で
す
が
、
正
月
号
が
機
関
紙
協

会
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
委
員

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
土
建
本
部
主
催

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
入
選
を
は

た
し
、
今
年
も
Ｗ
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

活
字
離
れ
が
進
む
時
代
に
、

い
か
に
皆
さ
ん
に
楽
し
く
読
ん

で
頂
け
る
か
を
中
心
に
企
画
を

検
討
し
紙
面
作
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

２
月
10
日
に
け
ん
せ
つ
プ
ラ

ザ
東
京
で
２
０
１
８
年
度
機
関

２０１９年３月１０日 第６０５号

４月19日(金)14時～16時

希望者は前日までに予約を

3月当初組合員数＝2002人(-5人)
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今
年
の
１
月
25

日
ラ
ジ
オ
で
「
千

葉
県
野
田
市
小
学

４
年
生
の
栗
原
心

愛(

み
あ)

さ
ん

が
、
父
親
の
暴
行

を
受
け
て
自
宅
の

浴
室
で
見
つ
か
っ
た
死
亡
事

件
」
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
と

き
、
驚
き
と
何
故
だ
ろ
う
と
言

う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

毎
日
流
れ
る
「
千
葉
県
野
田
市

の
小
学
４
年
生
の
栗
原
心
愛
さ

ん
」
の
ニ
ュ
ー
ス
、
日
毎
に
耳

を
ふ
さ
ぎ
た
く
な
る
内
容
が
続

い
て
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
流
れ
て

き
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ

れ
る
内
容
に
何
と
か
な
ら
な
か

っ
た
の
か
と
疑
問
に
思
え
ま
し

た
。
父
親
に
続
き
、
母
親
も
容

疑
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
と
言

う
事
態
と
な
り
、
亡
く
な
っ
た

心
愛
さ
ん
が
綴
っ
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ

「
先
生
、
ど
う
に
か
で
き
ま
せ

ん
か
」
10
歳
の
こ
ど
も
の
必
死

の
訴
え
が
胸
を
打
ち
ま
す
。

▲
感
動
の
実
話
「
あ
の
日
の
オ

ル
ガ
ン
」
の
映
画
を
見
る
と
、

太
平
洋
戦
争
の
末
期
の
話
し
で

し
た
。
１
９
４
４
年
折
か
ら
の

戦
争
が
熾
烈
さ
を
増
し
、
警
報

が
鳴
っ
て
は
防
空
壕
に
避
難
す

る
こ
と
が
続
い
て
い
た
。
品
川

の
戸
越
保
育
所
は
園
児
達
を
守

る
集
団
疎
開
を
模
索
。
そ
れ
は

20
代
を
中
心
と
し
た
若
手
の
保

母
さ
ん
達
が
「
い
の
ち
」
を
守

る
た
め
53
人
の
園
児
達
を
連

れ
、
ま
だ
誰
も
や
っ
た
こ
と
の

な
か
っ
た
集
団
疎
開
を
敢
行
し

た
。
映
画
の
中
で
親
が
「
先

生
、
親
子
で
暮
ら
せ
る
あ
た
り

ま
え
の
生
活
が
本
当
に
も
ど
っ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
の

シ
ー
ン
を
野
田
市
の
心
愛
さ
ん

の
両
親
に
伝
え
た
い
。
（
虎
）

真
も
必
ず
記
事
に
つ
い
て
い
る

工
夫
が
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
樫
田
秀
樹
さ
ん
に
よ

る
「
ス
ポ
ン
サ
ー
に
忖
度
し
て

大
手
マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
よ
う
と

し
な
い
よ
う
な
社
会
問
題
」
を

あ
え
て
取
り
上
げ
、
静
岡
県
で

は
総
事
業
費
９
兆
円
の
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

で
大
井
川
か
ら
２
ト
ン
の
水
が

失
わ
れ
る
事
や
、
そ
の
工
事
で

排
出
さ
れ
る
膨
大
な
残
土
の
処

分
場
さ
え
決
ま
っ
て
い
な
い
状

態
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

県
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
し

紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
・
交
流

会
が
行
わ
れ
、
28
支
部
１
０
３

人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

機
関
紙
賞
に
は
中
野
支
部
の

『
指
金
』
が
選
ば
れ
、
周
佐
教

宣
部
長
（
中
野
）
が
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。
特
選
に
は
足
立
、

目
黒
、
渋
谷
、
杉
並
、
町
田
支

部
が
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
審

査
員
か
ら
は
、
各
支
部
の
力
は

拮
抗
し
て
い
て
審
査
も
難
航
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

町
田
支
部
の
『
建
設
ま
ち

だ
』
の
新
年
号
で
は
、
事
業
継

承
に
つ
い
て
、
女
性
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
て
じ
っ
く
り
読
ま
せ

る
記
事
に
な
っ
て
お
り
、
記
事

も
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
非
常
に
読

み
や
す
い
と
好
評
で
し
た
。
ま

た
記
事
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
読
み

切
り
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
て
写

な
け
れ
ば
工
事
の
着
工
は
認
め

な
い
と
Ｊ
Ｒ
東
海
に
通
知
し
、

ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た

が
全
国
報
道
は
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
品
川
・
名
古
屋
間

の
５
０
０
０
人
の
地
権
者
の
中

に
収
用
を
拒
む
人
達
が
居
る
事

に
も
触
れ
て
い
な
い
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

豪
雨
で
も
越
水
し
て
も
決
壊

し
な
い
と
さ
れ
る
、
東
京
都
江

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
荒
川
支
部
第
71
回
定
期
大
会
告
示

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
規
約
第
20
条
に
も
と
づ
き
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
荒
川
支
部
第
71
回
定
期
大
会
を
左

記
の
通
り
開
催
す
る
。

執
行
委
員
長

津
田

宗
久

大
会
準
備
委
員
長

滝
口

勝

一
、
日

時

２
０
１
９
年
４
月
14
日
（
日
）

９
時
30
分
開
会

一
、
会

場

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京

全
体
会
・
分
科
会

新
宿
区
北
新
宿
１
―
８
―
16

一
、
代
議
員

２
０
１
９
年
２
月
１
日
付
の
現
勢
を
基
準
と
し
、
組
合
員
20
人
に
つ
き
１
人
（
四
捨
五
入
）

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
荒
川
支
部
２
０
１
９
年
度
役
員
選
挙
告
示

２
０
１
９
年
３
月
８
日
開
催
支
部
執
行
委
員
会
に
て
、
左
記
の
通
り
告
示
。

選
挙
管
理
委
員
長

川
又

好
一

一
、
役
員
定
数

・
執
行
委
員
長

１
人

・
副
執
行
委
員
長

４
人

・
書
記
長

１
人

・
書
記
次
長

２
人

・
常
任
執
行
委
員

10
人

・
執
行
委
員

30
人

※
分
会
の
推
薦
・
承
認
を
得
て
届
け
出

・
会
計
監
査

２
人

一
、
立
候
補
受
付

２
０
１
９
年
４
月
１
日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

支
部
事
務
所

戸
川
区
で
建
設
中
の
ス
ー
パ
ー

堤
防
で
は
、
９
万
人
を
立
ち
退

か
せ
る
Ｓ
Ｆ
の
よ
う
な
計
画
で

す
。北

小
岩
１
丁
目
の
90
世
帯
は

立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
、
最
後
ま

で
抵
抗
し
た
６
世
帯
も
環
境
の

激
変
と
心
無
い
住
民
対
応
に
心

身
共
に
疲
れ
果
て
、
や
む
な
く

転
居
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
街
つ
く
り
で
は
な

く
町
壊
し
事
業
。
高
齢
の
私
が

今
更
、
ど
こ
に
住
め
と
言
う
の

で
し
ょ
う
」
と
話
す
83
歳
の
女

性
も
現
在
裁
判
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
誰
も
取
材
に
す
ら
来
な

い
事
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

労
働
組
合
の
機
関
紙
活
動
で

何
を
伝
え
て
い
く
べ
き
な
の
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
場
と
な
り

ま
し
た
。

樫
田
秀
樹
さ
ん
に
よ
る

記
念
講
演

『おれたち』入選で賞状を受け取る増山教宣部長

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
・
交
流
会

今
年
も
『
お
れ
た
ち
』
Ｗ
受
賞

機
関
紙
賞

「
指
金
」
中
野
支
部

特
選

「
ち
か
ら
」
足
立
支
部

「
け
ん
ち
く
」
目
黒
支
部

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

「
す
ぎ
な
み
」
杉
並
支
部

「
建
設
ま
ち
だ
」
町
田
支
部

入
選

「
お
れ
た
ち
」
荒
川
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

「
け
ん
ち
く
」
世
田
谷
支
部

「
し
ん
じ
ゅ
く
」
新
宿
支
部

「
鉾
杉
」
西
多
摩
支
部

記
事
賞
（
支
部
機
関
紙
よ
り
）

「
技
能
五
輪
世
界
大
会
第
３

位
」
岩
花
幸
信
（
足
立
）

「
一
泊
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開

催
」
玉
井
恭
子
（
江
東
）

「
軍
事
郵
便
が
伝
え
る
戦
争
」

近
藤
日
登
美
（
世
田
谷
）

「
過
酷
な
現
場
仲
間
を
救
え
」

中
島
幸
市
（
調
布
）

「
組
合
と
共
に
歩
ん
だ
50
年
」

田
邉
英
雄
さ
ん
（
八
王
子
）

記
事
賞
（
「
け
ん
せ
つ
」
よ

り
）

「
６
百
万
円
目
標
に
驚
き
」
相

良
眞
理
（
豊
島
）

「
心
配
な
娘
の
家
庭
」
青
木
清

（
目
黒
）

「
娘
は
残
業
代
な
し
」
加
藤
行

夫
（
渋
谷
）

「
戦
争
す
る
国
に
ノ
ー
」
三
塚

茂
明
（
町
田
）

「
カ
フ
ェ
で
語
り
合
う
」
早
坂

順
子
（
西
東
京
）

忘
れ
え
ぬ
こ
と
（
「
け
ん
せ

つ
」
で
掲
載
）

「
夫
と
の
突
然
の
別
れ
」
大
嶋

清
子
（
豊
島
）

「
父
の
背
を
見
て
絶
句
」
出
井

章
史
（
港
）

「
取
引
先
の
心
遣
い
」
鎌
田
正

一
（
西
多
摩
）

「
手
伝
い
断
わ
り
映
画
に
」
山

田
光
政
（
八
王
子
）

「
仲
間
２
人
が
溺
死
」
安
立
孝

章
（
小
平
東
村
山
）

「
狭
窄
症
で
ど
ん
底
に
」
白
石

優
（
西
東
京
）

写
真
賞

森
和
夫
（
足
立
）

遠
藤
喜
世
志
（
江
戸
川
）

野
本
陽
子
（
豊
島
）

奈
良
憲
成
（
練
馬
）

村
松
澄
（
杉
並
）

田
中
邦
義
（
小
金
井
国
分
寺
）

奥
田
八
志
（
小
平
東
村
山
）

イ
ラ
ス
ト
賞

佐
藤
カ
ヅ
コ
（
渋
谷
）

内
田
夏
芽
（
世
田
谷
）

早
川
義
栄
（
新
宿
）

長
谷
川
重
之
（
清
瀬
久
留
米
）

全
国
機
関
紙
誌
コ
ン
ク
ー
ル

『
審
査
委
員
特
別
賞
』

東
京
土
建
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
『
入
選
』



お れ た ち

国保種類 都内 都外 国保種類 都内・都外

33,150円 36,150円 11,700円
(現行33,100円) (現行36,100円) (現行11,700円)

31,350円 34,350円 4,200円
(現行31,300円) (現行34,300円) (現行4,200円)

27,150円 30,150円 3,800円
(現行27,100円) (現行30,100円) (現行3,800円)

28,150円 31,150円 3,800円
(現行28,100円) (現行31,100円) (現行3,800円)

22,750円 25,750円 3,000円
(現行22,700円) (現行25,700円) (現行3,000円)

18,450円 21,450円 1,800円
(現行18,400円) (現行21,400円) (現行1,800円)

18,450円 21,450円 1,800円
(現行18,400円) (現行21,400円) (現行1,800円)

13,650円 16,650円
(現行13,600円) (現行16,600円)

11,050円 12,250円
(現行11,700円) (現行12,900円)

8,550円 9,750円
(現行11,700円) (現行12,900円)

小学生相当

幼児

乳児

5人目以降の家族保険料は
徴収しません（賦課対象外）。

※別途組合員に対しては、
月額250円(現行300円)の

国保入院共済掛金が必要です。
第７種

組合員 家族

法人Ａ種

法人Ｂ種

法人Ｃ種

第１種

成人男性

一般

高校生相当

中学生相当

第２種

第３種

第４種

第５種

第６種

( 2 )２０１９年３月１０日 第６０５号

【
船
橋
賢
一
＝
書
記
局
】
町

屋
北
分
会
は
２
月
24
日
、
北
千

住
の
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ
リ
ン
グ
で

ボ
ウ
リ
ン
グ
と
カ
ラ
オ
ケ
パ
ー

第
二
部
は
カ
ラ
オ
ケ
パ
ー
テ

ィ
ー
に
移
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
相

樂
義
徳
さ
ん
の
家
族
が
健
闘

し
、
優
勝
は
彪
駄
さ
ん
（
５
２

１
点
）
、
二
位
は
健
太
さ
ん

（
４
６
４
点
）
、
三
位
は
義
徳

さ
ん
（
４
５
３
点
）
で
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
は
み
な
さ
ん
遠
慮

が
ち
で
し
た
が
、
一
人
が
歌
い

出
す
と
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
、
好
き
な
歌
を
披
露
し
ま
し

た
。
特
に
、
萩
原
康
博
さ
ん
の

３
歳
の
息
子
さ
ん
は
歌
が
大
好

き
で
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

「
Ｌ
ｅ
ｍ
ｏ
ｎ
」
な
ど
を
ノ
リ

ノ
リ
で
歌
い
ま
し
た
。

最
後
は
分
会
担
当
役
員
の
津

田
支
部
執
行
委
員
長
が
、
仲
間

同
士
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
や

組
合
活
動
を
す
る
様
に
な
っ
た

経
験
談
を
話
し
て
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

仕
事
や
子
育
て
、
組
合
の
話

で
つ
な
が
り
を
持
て
た
、
と
て

も
有
意
義
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
し
た
。
７
家
族
21
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
２
０

０
７
年
の
分
会
合
併
後
、
初
め

て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
な

り
ま
す
。

お
互
い
顔
の
見
え

な
い
組
合
員
ど
う
し

が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
つ
な
が

り
を
持
ち
、
少
し
ず

つ
組
合
活
動
に
参
加

し
て

も

ら

う
こ
と

が
、
こ
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
目
的
で

す
。第

一
部
は
鈴
木
仁

さ
ん
の
始
球
式
で
ス

タ
ー
ト
し
た
ボ
ウ
リ

ン
グ
。
組
合
員
と
家

族
が
６
レ
ー
ン
に
分

か
れ
て
楽
し
み
ま
し

た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
世
代
の
仲
間

も
、
そ
う
で
な
い
仲
間
も
大
は

し
ゃ
ぎ
。
３
ゲ
ー
ム
も
あ
っ
と

い
う
間
に
終
了
。

【
事
業
所

分
会
＝
大
橋

正
博
通
信
委

員
】
皆
様
、

暖
か
い
春
ま

で
後
も
う
少

し
で
す
。
お

疲

れ

様

で

す
。
後
継
者

対
策
部
副
部

長
の
大
橋
で

す
。今

回
は
、

２
月
９
日
に

開
催
し
ま
し

た
後
継
者
対

策
部
主
催
に

よ
る
懇
親
会

の
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
も

町
屋
の
「
山
三
」
に
て
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
山
三
」
は
、
お
刺
身
、
海

苔
巻
き
、
揚
げ
物
、
鍋
な
ど
、

料
理
の
種
類
が
と
て
も
多
く
、

ど
れ
も
が
美
味
し
い
お
店
で

す
。
し
か
も
全
体
的
に
と
て
も

安
く
、
再
度
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
19
人
、
初
参
加

は
１
人
で
し
た
。
津
田
委
員
長

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。冒

頭
で
組
合
制
度
の
ミ
ニ
学

習
会
を
行
っ
て
か
ら
、
懇
親
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
席
割
り
は

く
じ
引
き
に
て
行
い
、
な
る
べ

く
新
し
い
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

懇
親
会
を
通
し
て
、
顔
馴
染

み
と
な
っ
た
組
合
員
さ
ん
も
沢

山
い
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
、
大
変
に
楽
し
い
場
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
定
期
的
に
懇
親
会
を

行
い
、
新
し
い
組
合
員
さ
ん
と

の
出
会
い
を
求
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
今
回

は
初
参
加
者
が
１
人
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
や
は
り
私
ど

も
の
声
か
け
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

後
継
者
対
策
部
と
し
て
は
、

懇
親
会
等
へ
の
参
加
だ
け
で
は

な
く
、
様
々
な
活
動
へ
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
若
い
力
の
継
続

的
な
定
着
を
求
め
て
い
ま
す
。

後
継
者
対
策
部
だ
け
の
活
動
を

超
え
て
、
他
部
会
、
分
会
、
群

な
ど
支
部
全
体
で
私
ど
も
の
活

動
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
ま
す

と
、
大
変
に
助
か
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
援
助
・

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

米
軍
普
天
間
飛
行
場
移
設

に
よ
る
、
辺
野
古
新
基
地
埋

め
立
て
の
賛
否
を
問
う
沖
縄

県
民
投
票
が
、
２
月
24
日
に

行
わ
れ
て
圧
倒
的
多
数
の

「
反
対
」
の
県
民
の
意
思
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
衆
院
予
算
委

員
会
で
、
「
県
民
投
票
の
結

果
を
真
摯
（
し
ん
し
）
に
受

け
止
め
ま
す
」
と
神
妙
な
作

り
顔
を
し
た
が
、
続
け
た
言

葉
は
普
天
間
飛
行
場
の
移
設

の
必
要
性
ば
か
り
。

「
危
険
な
ま
ま
置
き
去
り
に

さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ

は
地
元
の
皆
様
と
の
共
通
認

識
で
す
」
と
、
今
度
は
救
世

主
顔
で
工
事
の
中
断
な
ど
に

は
一
切
触
れ
ず
、
沖
縄
の
民

意
を
無
視
し
工
事
を
続
行
す

る
姿
勢
は
変
え
な
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
今
な
ぜ
日
本

の
政
治
は
森
友
、
加
計
、
統

計
疑
惑
な
ど
一
連
の
独
裁
的

な
欺
瞞
に
満
ち
た
「
安
倍
一

強
」
政
治
に
な
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
今
か
ら
25
年
前
、

時
の
細
川
護
熙
（
も
り
ひ

ろ
）
内
閣
の
と
き
に
、
非
自

民
・
小
沢
一
郎
氏
が
導
入
し

た
小
選
挙
区
比
例
代
表
制
の

弊
害
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

長
期
経
済
不
況
と
相
ま
っ
て

政
治
倫
理
の
衰
弱
と
、
政
治

家
の
自
己
保
身
欲
望
と
の
相

乗
作
用
の
結
果
が
、
必
然
的

に
表
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

つ
づ
く
（
Ｈ
）

つ
な
が
り
を

大
切
に

参加者の皆さんとても楽しそうでした

21
人
で

投
げ
て

歌
っ
て

№110

仕事の話など共有して盛り上がりました

初
参
加
者
を
迎
え
て

ミ

ニ

学

習

も

町屋北分会

後継者懇親会

土建国保が組合員・家族のみなさんへの給付以外で支出す

る「後期高齢者支援金」「前期高齢者納付金」「介護納付

金」が毎年度増加しています。2019年度予算は単年度収支で

１世帯当たり月額７０１円の歳入不足が見込まれるところで

すが、財政健全化の取り組みにより一定の財政余力を確保し

ていることから、国保料と国保入院共済の合計を据え置くこ

とを基本とし、若年層の保険料の軽減をはかります。ただ

し、介護保険料は収入不足を補うため２００円を引上げとし

ます。予防・健康づくり等を推進し、社会保障改善・建設国

保育成強化の運動を推進していきますので、ご理解をお願い

します。国保組合からのお知らせハガキは３月９日に発送さ

れています。

国保料は第６・７種を引き下げ、その他種類は50円引上げ

（国保入院共済は50円引き下げ）/介護保険料は200円引上げ

2019年度国保料が変わります
３ 月 納 入 ４ 月 分 か ら で す
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【
日
暮
里
一
＝
近
藤
清
孝
記

者
】
２
月
４
日
立
春
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
ま
だ
少
し
肌
寒
さ
を

感
じ
取
れ
る
、
17
日
に
行
わ
れ

た

東

京

土

建

Ｐ

Ａ

Ｌ

第

14
回

総

会

が

、

け

ん

せ

つ

プ

ラ

ザ

東

京

５

階

で

開

催

さ

れ

、

荒

川

支

部

か

ら

４

人

が

参

加

し

ま

し
た
。
総
会
は
10
時
よ
り
荒
川

支
部
の
増
山
さ
ん
の
開
会
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
議
長
挨
拶
、
会

長
挨
拶
、
本
部
挨
拶
、
来
賓
挨

拶
と
続
き
ま
し
た
。

10
時
半
よ
り
記
念
講
演
と
し

て
テ
ー
マ
「
現
場
『
伝
』
か
ら

現
場
『
運
動
』
へ
」
、
講
師
の

長
谷
部
康
幸
氏
（
全
建
総
連
関

東
地
協
賃
対
事
務
局
次
長
）

が
、
「
現
場
で
現
場
か
ら
現
場

は
変
え
ら
れ
る
」
と
総
会
出
席

者
に
画
像
を
見
せ
な
が
ら
熱
く

語
り
か
け
ま
し
た
。
大
成
建
設

の
新
国
立
競
技
場
現
場
と
丸
の

内
３
‐
２
現
場
か
ら
「
助
け
て

下
さ
い
！
」
と
仲
間
の
悲
痛
な

叫
び
が
組
合
を
動
か
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
組
合
は
命
に
か

か
わ
る
問
題
と
判
断
し
て
即
現

場
宣
伝
を
開
始
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
現
場
で
働
く
建
設
労

働
者
か
ら
直
接
実
態
を
聞
き
取

っ
た
こ
と
が
引
き
金
と
な
り
、

続
々
と
寄
せ
ら
れ
る
「
生
の

声
」
、
①
作
業
場
よ
り
休
憩
所

の
方
が
暑
い
、
汚
い
、
臭
い
②

休
憩
所
に
冷
房
設
備
が
な
い
③

大
成
社
員
の
事
務
所
は
ク
ー
ラ

ー
が
付
い
て
い
る
④
大
成
社
員

の
パ
ワ
ハ
ラ
が
酷
い
⑤
様
々
な

面
で
過
去
最
低
な
現
場
だ
と
、

悲
鳴
の
声
に
組
合
は
動
き
ま
し

た
。
大
成
建
設
本
社
へ
現
場
改

善
要
求
を
申
し
入
れ
、
労
働

局
、
労
基
署
へ
現
場
改
善
要
求

の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
た
め
、

長
谷
部
都
連
書
記
次
長
が

記
念
講
演

地域公演案内

組合員と同居の親族まで地域公演を 観劇された方に補助金制度が
あり、2,000円～4,999円の観劇は500円、5,000円以上の観劇には
1,000円の補助金が支給されます。
観劇補助の申請は観劇日より１カ月以内 にチケットの半券を持参

し組合事務所へお越しください。

お申し込みは
ＡＣＣ（公財）荒川区芸術文化振興財団

ホームページへ

町屋JAZZ歳時記

2019年5月29日(水)

午後7時開演

ムーブ町屋ムーブホール

チケット発売中

【全席自由】

入場料2,000円

問い合わせ ＡＣＣ(公財)荒川区芸術文化振興財団

℡03-3802-7111

目
か
ら
う
ろ
こ
の

憲
法
の
噺
も

【
南
千
住
＝
小
川
隆
志
通
信

員
】
2
月
14
日
、
東
京
土
建
本

部
で
、
シ
ニ
ア
友
の
会
第
18
回

総
会
が
35
支
部
１
０
６
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
八
法
亭
み

や
や
っ
こ
（
飯
田
美
弥
子
弁
護

士
）
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
「
目
か
ら
う
ろ
こ
の
憲
法
の

噺
」
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

会
議
が
始
ま
り
先
ず
、
阿
部

事
務
局
長
よ
り
総
会
議
案
が
読

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
２
０
１
８
年
度
の
取
り
組

み
経
過

二
、
情
勢
の
特
徴

三
、
２
０
１
９
年
度
の
取
り
組

み
の
重
点

四
、
申
し
合
わ
せ
事
項
の
変
更

次
い
で
、
墨
田
支
部
シ
ニ
ア

友
の
会
、
西
多
摩
支
部
シ
ニ
ア

友
の
会
、
港
支
部
福
寿
会
よ
り

各
支
部
の
活
動
状
況
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
後
、
議
案
、
特

別
決
議
議
案
が
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
年
度
役

員
が
選
出
さ
れ
、
新
役

員
、
退
任
役
員
の
皆
様

の
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
余
興

の
太
神
楽
師
、
鏡
味
味

千
代
師
の
妙
技
に
割
れ

ん
ば
か
り
の
拍
手
喝
采

が
湧
き
上
が
り
ま
し

た
。今

回
は
席
が
従
来
の

よ
う
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
別

で
は
無
く
、
他
支
部
の
人
と
交

流
が
で
き
る
様
に
考
慮
さ
れ
て

い
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。各

支
部
の
自
己
紹
介
の
後
、

お
互
い
に
健
闘
を
誓
い
合
い
散

会
致
し
ま
し
た
。

監
督
署
が
現
場
へ
臨
検
を
実
施

し
、
大
成
建
設
を
指
導
し
ま
し

た
。
大
成
建
設
か
ら
組
合
へ
回

答
が
あ
り
「
７
月
中
に
冷
房
設

備
を
増
設
す
る
」
ま
た
「
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、
塩
飴
な
ど
を

配
布
す
る
」
な
ど
現
場
が
改
善

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
組
合
に
「
感
謝
の

声
」
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
一
定
の
改
善
を
勝
ち
取
っ

た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
さ
も

あ
る
の
で
、
企
業
交
渉
で
現
場

実
態
を
示
し
、
改
善
要
求
が
大

切
と
長
谷
部
さ
ん
は
声
を
大
き

く
訴
え
ま
し
た
。

総
会
の
議
案
提
案
が
行
わ

れ
、
質
疑
応
答
、
議
案
承
認
と

進
み
新
会
長
の
挨
拶
と
議
長
解

任
を
終
え
、
総
会
本
会
議
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

分
科
会
が
午
後
１
時
50
分
よ

り
行
わ
れ
、
私(

近
藤
清
孝)

は
川
又
さ
ん
と
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

の
コ
ー
ナ
ー
で
発
言
を
し
ま
し

た
。座

長
に
荒
川
支
部
の
増
山
さ

ん
が
な
り
、
自
己
紹
介
後
、
各

自
の
仕
事
や
賃
金
、
現
場
の
状

況
な
ど
を
話
し
合
い
、
大
変
学

べ
ま
し
た
。

現
場
で
の
ト
イ
レ
の
話
は
、

現
場
に
違
い
が
あ
っ
た
も
の
の

私
自
身
、
体
の
調
子
の
こ
と
も

あ
る
の
で
、
一
番
気
に
な
り
ま

し
た
。

皆
さ
ん
が
同
じ
思
い
を
し
て

い
る
こ
と
に
安
心
感
を
覚
え
色

々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
の
で
き

た
Ｐ
Ａ
Ｌ
総
会
で
し
た
。

運動を呼び掛ける林（イム）会長

司会を務める増山國吉さん＝西尾久分会

35支部106人が参加しました

ＰＡＬ総会

改
善
要
求
の
基
本
は

「
元
請
け
責
任
の
徹
底
」

出演者

中路英明 Trombone

酒本廣継 Trombone

古西忠哲 Bass

藤井摂 Drums

中島徹 Piano

本部シニア

友の会総会
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２
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４
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、
ま
だ
少
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を
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Ａ
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た
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総
会
は
10
時
よ
り
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支
部
の
増
山
さ
ん
の
開
会
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か
ら
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、
議
長
挨
拶
、
会
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挨
拶
、
本
部
挨
拶
、
来
賓
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と
続
き
ま
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た
。

10
時
半
よ
り
記
念
講
演
と
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て
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ー
マ
「
現
場
『
伝
』
か
ら

現
場
『
運
動
』
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」
、
講
師
の

長
谷
部
康
幸
氏
（
全
建
総
連
関

東
地
協
賃
対
事
務
局
次
長
）

が
、
「
現
場
で
現
場
か
ら
現
場

は
変
え
ら
れ
る
」
と
総
会
出
席

者
に
画
像
を
見
せ
な
が
ら
熱
く

語
り
か
け
ま
し
た
。
大
成
建
設

の
新
国
立
競
技
場
現
場
と
丸
の

内
３
‐
２
現
場
か
ら
「
助
け
て

下
さ
い
！
」
と
仲
間
の
悲
痛
な

叫
び
が
組
合
を
動
か
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
組
合
は
命
に
か

か
わ
る
問
題
と
判
断
し
て
即
現

場
宣
伝
を
開
始
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
現
場
で
働
く
建
設
労

働
者
か
ら
直
接
実
態
を
聞
き
取

っ
た
こ
と
が
引
き
金
と
な
り
、

続
々
と
寄
せ
ら
れ
る
「
生
の

声
」
、
①
作
業
場
よ
り
休
憩
所

の
方
が
暑
い
、
汚
い
、
臭
い
②

休
憩
所
に
冷
房
設
備
が
な
い
③

大
成
社
員
の
事
務
所
は
ク
ー
ラ

ー
が
付
い
て
い
る
④
大
成
社
員

の
パ
ワ
ハ
ラ
が
酷
い
⑤
様
々
な

面
で
過
去
最
低
な
現
場
だ
と
、

悲
鳴
の
声
に
組
合
は
動
き
ま
し

た
。
大
成
建
設
本
社
へ
現
場
改

善
要
求
を
申
し
入
れ
、
労
働

局
、
労
基
署
へ
現
場
改
善
要
求

の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
た
め
、

長
谷
部
都
連
書
記
次
長
が

記
念
講
演

地域公演案内

組合員と同居の親族まで地域公演を 観劇された方に補助金制度が
あり、2,000円～4,999円の観劇は500円、5,000円以上の観劇には
1,000円の補助金が支給されます。
観劇補助の申請は観劇日より１カ月以内 にチケットの半券を持参

し組合事務所へお越しください。

お申し込みは
ＡＣＣ（公財）荒川区芸術文化振興財団

ホームページへ

町屋JAZZ歳時記

2019年5月29日(水)

午後7時開演

ムーブ町屋ムーブホール

チケット発売中

【全席自由】

入場料2,000円

問い合わせ ＡＣＣ(公財)荒川区芸術文化振興財団

℡03-3802-7111

目
か
ら
う
ろ
こ
の

憲
法
の
噺
も

【
南
千
住
＝
小
川
隆
志
通
信

員
】
2
月
14
日
、
東
京
土
建
本

部
で
、
シ
ニ
ア
友
の
会
第
18
回

総
会
が
35
支
部
１
０
６
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
八
法
亭
み

や
や
っ
こ
（
飯
田
美
弥
子
弁
護

士
）
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
「
目
か
ら
う
ろ
こ
の
憲
法
の

噺
」
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

会
議
が
始
ま
り
先
ず
、
阿
部

事
務
局
長
よ
り
総
会
議
案
が
読

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
２
０
１
８
年
度
の
取
り
組

み
経
過

二
、
情
勢
の
特
徴

三
、
２
０
１
９
年
度
の
取
り
組

み
の
重
点

四
、
申
し
合
わ
せ
事
項
の
変
更

次
い
で
、
墨
田
支
部
シ
ニ
ア

友
の
会
、
西
多
摩
支
部
シ
ニ
ア

友
の
会
、
港
支
部
福
寿
会
よ
り

各
支
部
の
活
動
状
況
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
後
、
議
案
、
特

別
決
議
議
案
が
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
年
度
役

員
が
選
出
さ
れ
、
新
役

員
、
退
任
役
員
の
皆
様

の
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
余
興

の
太
神
楽
師
、
鏡
味
味

千
代
師
の
妙
技
に
割
れ

ん
ば
か
り
の
拍
手
喝
采

が
湧
き
上
が
り
ま
し

た
。今

回
は
席
が
従
来
の

よ
う
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
別

で
は
無
く
、
他
支
部
の
人
と
交

流
が
で
き
る
様
に
考
慮
さ
れ
て

い
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。各

支
部
の
自
己
紹
介
の
後
、

お
互
い
に
健
闘
を
誓
い
合
い
散

会
致
し
ま
し
た
。

監
督
署
が
現
場
へ
臨
検
を
実
施

し
、
大
成
建
設
を
指
導
し
ま
し

た
。
大
成
建
設
か
ら
組
合
へ
回

答
が
あ
り
「
７
月
中
に
冷
房
設

備
を
増
設
す
る
」
ま
た
「
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、
塩
飴
な
ど
を

配
布
す
る
」
な
ど
現
場
が
改
善

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
組
合
に
「
感
謝
の

声
」
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
一
定
の
改
善
を
勝
ち
取
っ

た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
さ
も

あ
る
の
で
、
企
業
交
渉
で
現
場

実
態
を
示
し
、
改
善
要
求
が
大

切
と
長
谷
部
さ
ん
は
声
を
大
き

く
訴
え
ま
し
た
。

総
会
の
議
案
提
案
が
行
わ

れ
、
質
疑
応
答
、
議
案
承
認
と

進
み
新
会
長
の
挨
拶
と
議
長
解

任
を
終
え
、
総
会
本
会
議
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

分
科
会
が
午
後
１
時
50
分
よ

り
行
わ
れ
、
私(

近
藤
清
孝)

は
川
又
さ
ん
と
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

の
コ
ー
ナ
ー
で
発
言
を
し
ま
し

た
。座

長
に
荒
川
支
部
の
増
山
さ

ん
が
な
り
、
自
己
紹
介
後
、
各

自
の
仕
事
や
賃
金
、
現
場
の
状

況
な
ど
を
話
し
合
い
、
大
変
学

べ
ま
し
た
。

現
場
で
の
ト
イ
レ
の
話
は
、

現
場
に
違
い
が
あ
っ
た
も
の
の

私
自
身
、
体
の
調
子
の
こ
と
も

あ
る
の
で
、
一
番
気
に
な
り
ま

し
た
。

皆
さ
ん
が
同
じ
思
い
を
し
て

い
る
こ
と
に
安
心
感
を
覚
え
色

々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
の
で
き

た
Ｐ
Ａ
Ｌ
総
会
で
し
た
。

運動を呼び掛ける林（イム）会長

司会を務める増山國吉さん＝西尾久分会

35支部106人が参加しました

ＰＡＬ総会

改
善
要
求
の
基
本
は

「
元
請
け
責
任
の
徹
底
」

出演者

中路英明 Trombone

酒本廣継 Trombone

古西忠哲 Bass

藤井摂 Drums

中島徹 Piano

本部シニア

友の会総会
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子
供
の
頃
か
ら
工
作
が
好

き
で
し
た
。
大
人
に
な
っ
た

ら
物
づ
く
り
を
す
る
仕
事
に

付
き
た
い
と
子
供
な
が
ら
に

夢
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
す
る
に
あ
た

り
学
校
の
求
人
募
集
に
会
田

工
務
店
の
従
業
員
募
集
が
目

に
留
ま
り
就
職
し
ま
し
た
。

大
工
修
行
は
現
場
の
後
か

た
づ
け
、
道
具
の
手
入
れ
に

は
げ
み
ま
し
た
。

後
か
た
づ
け
を
し
な
が
ら

先
輩
の
仕
事
を
見
て
覚
え
も

し
ま
し
た
。

社
長
は
実
際
に
体
験
を
し

な
い
と
覚
え
な
い
と
、
早
い

段
階
か
ら
先
輩
や
周
り
の
人

が
教
え
て
く
れ
て
な
ん
で
も

や
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

仕
事
は
在
来
木
造
建
築
が

多
い
で
す
が
、
現
在
の
建
築

技
法
も
取
り
入
れ
た
勉
強
も

必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

専
務
さ
ん
か
ら
は
土
建
組

合
で
講
習
を
受
け
て
い
ろ
い

ろ
な
資
格
を
取
る
よ
う
に
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
勉
強

を
し
て
取
り
た
い
と
話
し
て

い
ま
す
。

家
族
は
奥
さ
ん
と
息
子
さ

ん
、
娘
さ
ん
２
人
の
４
人
で

す
。
子
供
に
パ
チ
ン
コ
台
や

ウ
ン
テ
イ
遊
具
と
い
ろ
い
ろ

製
作
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

休
日
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

や
食
事
、
ゲ
ー
ム
、
遊
園

地
、
公
園
と
家
族
で
時
間
を

過
ご
し
ま
す
。

学
生
時
代
か
ら
の
趣
味
で

あ
る
バ
イ
ク
で
の
ツ
ー
リ
ン

グ
も
今
は
で
き
ま
せ
ん
。

子
供
が
成
長
し
た
ら
一
緒

に
バ
イ
ク
で
出
掛
け
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

取
材

並
木
義
男
記
者
＝
日

暮
里
一
分
会

47

ジル・パケ＝ブレネール 監督

「
ミ
ス
テ
リ
ー
の
女
王
」

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
の

同
名
小
説
の
初
の
映
画
化
で

す
。
舞
台
は
１
９
４
０
年
代

後
半
の
英
国
。
私
立
探
偵
チ

ャ
ー
ル
ズ
（
マ
ッ
ク
ス
・
ア

イ
ア
ン
ズ
）
は
元
恋
人
の
ソ

フ
ィ
ア
（
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・

マ
テ
ィ
ー
ニ
）
の
訪
問
を
受

け
ま
す
。

富
豪
と
し
て
知
ら
れ
る
レ

オ
ニ
デ
ス
家
の
一
員
で
あ
る

ソ
フ
ィ
ア
の
依
頼
は
、
彼
女

の
祖
父
の
不
審
死
に
つ
い
て

調
べ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の

で
し
た
。
祖
父
は
ギ
リ
シ
ャ

か
ら
の
移
民
と
し
て
入
国

し
、
実
業
家
と
し
て
巨
万
の

富
を
築
き
上
げ
た
人
物
。
２

人
の
息
子
を
も
う
け
た
妻
と

死
別
し
た
後
、
一
回
り
以
上

も
年
下
の
ブ
レ
ン
ダ
（
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ

ク
ス
）
と
再
婚
し
て
い
ま
し

た
。
警
察
は
仕
事
上
の
恨
み

に
よ
る
殺
人
を
疑
い
ま
す

が
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
遺
産
目

当
て
の
犯
行
と
推
測
。
真
相

に
近
づ
い
た
こ
ろ
、
第
二
の

殺
人
が
起
き
て
し
ま
い
ま

す
。
４
月
19
日
よ
り
全
国
公

開
で
す
。

Ⓒ
2017

Crooked
House

Productions
Ltd.

今
、
何
が
し
た
い
で
す
か
？

荒
川
支
部

青
年
部
大
会
は
３
月
24
日
開
催

『アガサ・クリスティー

ねじれた家』

【
青
年
部
発
】
青
年
部
大
会

が
２
月
24
日
に
東
京
土
建
本
部

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
建
設

ユ
ニ
オ
ン
や
埼
玉
土
建
か
ら
も

青
年
部
役
員
が
駆
け
付
け
、
93

人
の
参
加
で
青
年
部
の
18
年
度

の
活
動
の
総
括
と
、
19
年
度
の

方
針
に
つ
い
て
話
合
い
ま
し

た
。ま

た
、
提
訴
か
ら
10
年
を
迎

え
た
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
へ
の
協

力
と
危
険
性
を
訴
え
る
た
め
原

告
団
を
代
表
し
て
吉
田
重
男
さ

ん
（
村
山
大
和
支
部
）
が
青
年

部
員
に
向
け
て
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。荒

川
支
部
か
ら
は
浅
野
部
長

と
仁
田
担
当
書
記
が
参
加
し
、

荒
川
支
部
の
活
動
を
分
散
会
な

ど
で
報
告
し
、
他
支
部
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

本
部
青
年
部
か
ら
の
提
案
で

は
今
後
の
３
年
間
で
活
動
を
活

性
化
さ
せ
る
計
画
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
荒
川
支
部
で
は
、

３
月
24
日
に
青
年
部
大
会
を
開

催
し
、
こ
の
３
カ
年
計
画
に
見

合
う
19
年
度
の
企
画
を
話
し
合

っ
た
後
に
懇
親
会
（
千
円
会

費
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
や
っ
て
み
た
い
け
ど
一
人

で
は
出
来
な
い
こ
と
、
若
い
今

し
か
で
き
な
い
こ
と
っ
て
無
い

で
す
か
？
」
、
後
で
振
り
返
っ

て
「
あ
の
時
に
面
倒
で
も
や
っ

て
み
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
後
悔

し
な
い
よ
う
、
少
し
で
も
興
味

が
あ
れ
ば
ご
参
加
下
さ
い
。
今

年
は
４
月
以
降
に
ゴ
ル
フ
の
打

ち
っ
放
し
企
画
や
釣
り
大
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

支部の活動が評価され五本木部長から表彰されました

支
部
の
仲
間
が
入
選

第
35
回
仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

【
厚
生
文
化
部
発
】
第
35
回

仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
結

果
発
表
が
２
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
応
募
総
数
１
３
８
人
（
文

芸
３
０
３
作
品
、
写
真
の
部
２

２
２
作
品
）
の
う
ち
支
部
か
ら

12
人
（
文
芸
10
人
、
写
真
２

人
）
の
申
し
込
み
を
し
ま
し

た
。
文
芸
の
俳
句
の
部
で
、
東

尾
久
１
分
会
の
永
田
常
彦
さ

ん
、
荒
川
分
会
の
伊
藤
章
さ

ん
、
南
千
住
分
会
の
濱
田
和
男

吉田敬子さん（東尾久２分会）作品

新
入
学
祝
金
申
請
を
忘
れ
ず
に

手作りでつくったウンテイ

２
０
１
８
年
度
の
新
入

学
祝
金
制
度
の
申
請
期
限

は
２
０
１
９
年
４
月
１
日

ま
で
に
支
部
・
分
会
・
群

で
受
付
を
し
て
い
る
も
の

ま
で
と
な
り
ま
す
。

春
一
番
拡
大
行
動
で
の

訪
問
な
ど
で
仲
間
へ
の
呼

び
掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

青年部員に思いを伝える吉田さん

（
俳
句
の
部
）

国
会
の

真
上
の
空
が

あ
れ
も
よ
う

佳
作
受
賞

南
千
住
分
会

濱
田
和
男
さ
ん

今
年
も
か

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

聖
な
る
夜

佳
作
受
賞

東
尾
久
１
分
会

永
田
常
彦
さ
ん

ふ
ぐ
さ
し
の

崩
す
に
惜
し
き

皿
模
様

佳
作
受
賞

荒
川
分
会

伊
藤
章
さ
ん

（
川
柳
の
部
）

こ
の
人
は

何
を
語
る
か

た
ま
に
来
て

佳
作
受
賞

南
千
住
分
会

濱
田
晴
恵
さ
ん

さ
ん
が
佳
作
を
受
賞
し
、
川
柳

の
部
で
南
千
住
分
会
の
濱
田
晴

恵
さ
ん
が
佳
作
を
受
賞
し
ま
し

た
。
上
記
に
受
賞
さ
れ
た
作
品

を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

写
真
の
ス
ナ
ッ
プ
の
部
で
、

東
尾
久
２
分
会
の
吉
田
敬
子
さ

ん
の
「
早
く
食
べ
た
い
よ
」
と

い
う
作
品
が
佳
作
を
受
賞
し
ま

し
た
。
写
真
の
部
で
入
選
さ
れ

た
方
の
作
品
は
、
展
示
用
に
パ

ネ
ル
製
作
さ
れ
、
本
部
大
会

（
３
月
17
日
）
で
お
披
露
目
さ

れ
ま
す
。

そ
の
後
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

１
階
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

竹内 輝さん（南千住分会）


